
１　事業概要 （単位：千円）

平成　　年度 H28 H29 H30 H31～ 合計

平成　　年　　月　　日 298,000 522,000 546,000 640,632 2,006,632

自然災害から暮らしを守る取組み 298,000 522,000 546,000 640,632 2,006,632

危険渓流流木対策事業 0 0 0 0 0

流木対策・土石流発生源対策

平成　　年度

２　自己評価

（１）事業実績　

計画

（２）事業効果

計画

（３）自己評価（総合）　

□ 高く評価できる

■ 概ね評価できる

□ あまり評価できない

□ 評価できない

３　第三者評価

森林環境税

他（　　　　　）

担当課名

担当グループ名

連　絡　先

　土砂移動量調査

検証方法
8箇所 8箇所

8箇所

（案）

事業実施年度

評価年月日

施策区分

事　業　名

　みどり推進室森づくり課

　森林整備グループ

　（０６）６２１０－○○○○

③
事
業
費

20.5ha

　土壌の浸透能調査

内
訳

平成○○年度 大阪府森林環境整備事業 評価シート（記入例）

事業開始年度

年度別推移

⑧
第
三
者
評
価

大阪府森林環境整備事業評価審議会の意見

⑦
自
己
評
価

総合評価

実績

15回

　植生回復調査

理　　　　　　　　由

　事業の目的に沿って概ね計画通りに事業が実施できており、概ね評価で知る。

　治山ダム

　事業の完成検査

　近年、局地的な集中豪雨が増加するとともに、戦後植栽
された木が大きく成長したことや放置された森林が増加し
たため、土石流の発生時に渓流沿いの木を巻き込んで流
れ出すことで、河川や水路等をふさぎ、家屋破壊や交通遮
断を引き起こすなど、これまでとは、明らかに質の違う災
害が発生している。そのため、危険渓流における流木災
害対策を早急に実施し、山地災害から府民の生命、財産
を守る。

②
事
業
の
目
的

④
事
業
の
内
容

・事業対象区域：山地災害危険地区「崩壊土砂流出危険地区」内で、
　危険度Aランク、下流の保全対象２０戸以上、治山事業の未成、
　未着手地域
・ハード対策
　　流木となる危険性の高い渓流沿いの立木の伐採、林外搬出
　　土石流の発生を抑止する治山ダムの整備
　　防災機能を強化する荒廃森林の整備
・ソフト対策
　　地域住民との協働による「森林危険情報マップ」の作成
　　子ども達を対象とした防災教室の開催　等

12基

事業概要

①
概
要
等

事業費（千円）

指　　標
8箇所

8箇所

検証方法

指　標

検証方法

指　標

検証方法

指　標

検証方法 　事業の完成検査

　防災教室

実績

指　標

検証方法

指　標

8箇所

1350m

　倒木比較調査

　府民の減災意識の向上

　アンケート

12基

22ha

1170m

8回

　森林整備

　事業の完成検査

　流木対策

理　　由

　当初の計画は、ほぼ達成できた。
　森林整備については、一部の所有者の協
力が得られず、実施できなかった箇所があっ
たが、引き続き所有者説明を行い、次年度
実施できるよう努める。
　また、防災教室は、計画を大きく上回る回
数を実施できた。

 □ 妥当である

 ■ 概ね妥当である

 □ あまり妥当でない

 □ 妥当でない

　未実施区域では、新たな倒木の発生や降
雨による倒木の移動が見られたが、対策区
域においては、新たに流木となりそうな倒木
の発生はなかった。
　減災対策により、山地災害の危険性の認
知度が向上した。

評価区分

理　　由評価区分

 □ 妥当である

 ■ 概ね妥当である

 □ あまり妥当でない

 □ 妥当でない

⑥
効
果
検
証
の
内
容

⑤
実
績
検
証
の
内
容 指　標 　森林危険情報マップ

検証方法 　成果品

指標・検証方法

指標・検証方法

　実施回数

　危険地区の安全の向上

   資料４ 


